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１　日　時　　平成27年10月21日（水）
２　場　所　　衆議院、参議院議員会館
３　内　容

金子代議士、松村、馬場参議に対
し川辺川の河川改修を求める要望
と国道445号の道路改良を求める要
望を提出した。また、各代議士、
参議院議員には、ＴＰＰ関連に伴
う農業問題についても要望した。

川辺川の河川改修を求める要望書及び
国道445号の道路改良を求める要望書を提出

球磨郡自治功労賞

髙岡　重盛議員　　　　　　　　　　市岡　智惠議員
相良村議会議員として10年にわたり地域の振興発展に寄与された功績を表彰されました。

金子衆議院議員へ

松村参議院議員へ 馬場参議院議員へ

議員活動報告

相良村議会　
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９人が登壇 

平成２７年　第７回臨時会報告

９月定例会

平成27年　第８回定例会報告
平成26年度一般会計及び特別会計の決算を認定

　平成27年第７回臨時会が、８月11日開催され、平成26年度株式会社さがら経営状況報告、村
道路線の認定、平成27年度相良村一般会計補正予算（第3号）、平成27年度相良村国民健康保険
特別会計補正予算（第1号）が提案され、慎重に審議した結果、原案のとおり可決しました。

議案第38号　平成27年度相良村一般会計補正予算（第３号）
　平成27年度相良村一般会計補正予算第３号の補正の主なもの
　教育費の中学校管理費で相談室エアコン設置３台（備品購入）135万円。

　平成27年第８回９月定例会が、９月11日から18日までの８日間の会期で開催され、承認１件、健全
化判断比率の報告等２件、平成26年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定６件、平成26年度一
般会計及び特別会計の補正予算５件、条例の一部改正及び制定等３件が提案され、慎重に審議した結
果、相良村敬老祝金支給条例の一部を改正する条例については、賛成少数で否決され、その他につい
ては、原案どおり認定及び可決しました。
　一般質問には９人が登壇し、村長の考えを質しました。

○ 認定議案・・・原案認定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
会　　計 一　　般 国　　保 簡易水道 農集排 介　　護 後期高齢者 合　　計

収入済額　　　　　A 3,691,297 731,106 106,774 246,895 644,550 51,049 5,471,671
支出済額　　　　　B 3,545,961 661,340 104,665 243,727 603,646 50,303 5,209,642
歳入歳出差引残額

（A-B）　　　　　　C 145,336 69,766 2,109 3,168 40,904 746 262,029

翌年度へ繰り越すべき
財源　　　　　　　D 13,287 0 0 0 0 0 13,287

実質収支（C-D）　　E 132,049 69,766 2,109 3,168 40,904 746 248,742

議案第42号　平成27年度相良村一般会計補正予算（第５号）
　歳入歳出それぞれに3,302万7千円を追加し、総額30億8,814万円とする補正で、採決の結果、
賛成多数で可決しました。補正の主なものは下記のとおりです。

歳　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
款 目 節 金額 説　　　明

農 林 水 産 業 費 林道維持費
修繕費 2,000 林道維持補修（大規模林道）

委託料 3,000 林道相楽五木線崩落カ所測量
業務委託

土　 木　 費 道路新設
改良費

委託料 4,400 旧観音橋撤去および護岸工事
積算業務

工事請負費 10,000 旧観音橋撤去（当初 3,000 万円に
1,000 万円の追加で合計 4,000 万円）
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９月定例会

○ 承認案件
　承認第７号　平成27年度相良村一般会計補正予算（第４号）
　　　　　　　台風による災害関係（風倒木処理）

○ 報告案件
　報告第４号　健全化判断比率の報告
　報告第５号　資金不足比率の報告

○ 認定議案・・・原案認定
　認定第１号　平成26年度相良村一般会計歳入歳出決算の認定
　認定第２号　平成26年度相良村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定
　認定第３号　平成26年度相良村簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定
　認定第４号　平成26年度相良村農業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定
　認定第５号　平成26年度相良村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定
　認定第６号　平成26年度相良村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

○ 村道の廃止認定算議案・・・原案可決
　議案第40号　村道路線の廃止　　廻谷線
　議案第41号　村道路線の認定　　　〃

○ 特別会計補正予算議案・・・原案可決
　議案第43号　平成27年度相良村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
　議案第44号　平成27年度相良村簡易水道特別会計補正予算（第１号）
　議案第45号　平成27年度相良村農業集落排水特別会計補正予算（第１号）
　議案第46号　平成27年度相良村介護保険特別会計補正予算（第２号）
　議案第47号　平成27年度相良村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

○ 条例議案・・・原案可決
　議案第48号　相良村個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定
　議案第49号　相良村手数料条例の一部を改正する条例の制定

○ 条例議案・・・原案否決
　議案第50号　相良村敬老祝金支給条例の一部を改正する条例の制定

○ 諮問・・・・・原案適任
　諮問第１号　人権擁護委員候補者（中村典子氏）の推薦

○ 議員発委・・・可決
　発委第１号　相良村議会会議規則の一部を改正する規則の制定

○ 選挙管理委員会および補充員の選挙
　委員の任期は　平成27年9月21日から平成31年9月20日まで
　　委　員
　　　緒方浩美氏（柳瀬）土肥聖嘉氏（四浦）林田信一氏（川辺）金田きくみ氏（深水）
　　補充員
　　　髙田清春氏（柳瀬）豊永和洋氏（四浦）東喜八氏（川辺）池田久美氏（深水）

　なお、委員が任期中に欠員になった場合は補充員から補充されます。
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９人が登壇 一 般 質 問

川
辺
側
利
水
事
業
に
つ
い

て
。
川
辺
川
事
業
は
歴
史
が
長
い
訳
で

す
、
40
年
以
上
過
ぎ
て
居
ま
す
が
、
九

州
農
政
局
は
現
状
の
ま
ま
で
、
利
水
事

業
は
収
束
す
る
市
町
村
に
お
い
て
も
平

成
24
年
度
に
事
業
を
断
念
し
た
訳
で

す
。
こ
れ
ら
の
計
画
の
廃
止
と
変
更
に

つ
い
て
農
家
の
３
分
の
２
の
同
意
が
必

要
で
す
が
、
受
益
農
家
が
一
番
多
い
相

良
村
は
、
同
意
取
得
に
向
け
て
ど
ん
な

対
策
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

何
も
同
意
取
得
に
向
け
て
の

動
き
は
ま
だ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
既
設
導

水
路
活
用
案
で
は
、
不
可
能
と
言
う
認

識
を
得
ま
し
て
、
収
束
の
方
に
向
か
っ

村
民
の

声
を

村
政
に
！

　

議
会
だ
よ
り
は
、
文
字

数
が
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
質
問
内
容
の
全
て
を

掲
載
す
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
。

広
報
委
員
会
よ
り

小善　満子議員

て
居
る
と
こ
ろ
で
す
。

先
日
、
村
政
座
談
会
が
あ

り
ま
し
た
時
に
、
住
民
か
ら
利
水
事
業

は
議
会
が
反
対
し
た
か
ら
と
何
か
理
解

し
て
い
な
い
住
民
が
居
る
の
に
驚
き
ま
し

た
。
村
長
は
、
ど
う
思
わ
れ
ま
し
た
か
。

先
ず
、
色
ん
な
住
民
の
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
と
言
い
ま
す
の

は
、
理
解
度
の
高
い
住
民
の
方
、
そ
し

て
、
理
解
が
不
十
分
な
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
村
民
の
皆
様
方
が
ご
自

分
の
生
活
を
中
心
に
動
い
て
居
ら
れ
ま

す
の
で
、
村
政
に
ど
れ
だ
け
関
心
あ
る

か
と
言
う
事
は
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
ま
す

ん
で
、
住
民
の
勘
違
い
は
、
仕
方
が
な

い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。

地
域
座
談
会
は
、
住
民
の

意
識
の
改
革
も
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。
言
わ
れ
れ
ば
言
わ
れ
っ

ぱ
な
し
で
な
く
、
村
が
言
う
べ
き
事
は

き
ち
っ
と
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。
住
民
が
ど
う
考
え
よ
う
と
、

仕
方
が
な
い
と
言
わ
れ
れ
ば
で
す
ね
、

本
当
に
こ
の
様
に
理
解
し
て
い
な
い
住

民
が
居
る
と
言
う
事
自
体
、
相
良
村
に

と
っ
て
残
念
な
事
で
す
。

　

そ
の
時
、
自
分
た
ち
は
水
代
１
万
９

千
円
支
払
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
本
当
な
の
か
、ま
た
、そ
の
方
達
に
、

何
ら
か
の
補
助
金
を
支
給
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

揚
水
機
が
か
り
に
つ
き
ま
し

て
は
、
電
気
代
の
３
分
の
１
の
補
助
を

致
し
て
い
ま
す
。

補
助
金
は
皆
の
税
金
で
す
。

詳
細
に
産
業
振
興
課
長
に
お
尋
ね
し
ま
す
。

相
良
村
で
は
、
住
民

の
要
望
を
受
け
ま
し
て
、
高
原
揚
水
機
、

平
岩
揚
水
機
、
棚
葉
瀬
揚
水
機
に
、
平

成
25
年
度
か
ら
揚
水
ポ
ン
プ
を
運
営
す

る
事
に
よ
っ
て
生
じ
る
電
気
代
の
経
費

の
概
ね
3
分
の
１
の
助
成
を
し
て
い
ま

す
。
26
年
度
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
高

原
で
は
57
万
７
千
円
、
平
岩
で
は
９
万

７
千
円
、
棚
葉
瀬
で
は
１
４
５
万
３
千

円
を
補
助
金
と
し
て
支
給
し
て
居
り
ま

す
。
ち
な
み
に
利
用
人
員
に
つ
い
て
は
、

高
原
で
24
名
、
平
岩
で
11
名
、
棚
葉
瀬

で
54
名
、
合
計
64
名
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
中
で
一
番
高
い
水
は
１
万
９
千
円

程
度
に
な
り
ま
す
が
、
電
気
代
等
の
経

費
3
分
の
１
に
相
当
す
る
分
は
概
ね
４

千
円
が
減
額
対
象
に
な
り
、
差
し
引
き

ま
し
て
１
万
5
千
円
程
度
の
水
代
に
な

り
ま
す
。

６
月
の
県
議
会
で
溝
口
議

員
の
質
問
に
、
県
の
農
林
水
産
部
長
は
、

円
滑
な
事
業
収
束
に
向
け
て
、
６
市
町

村
と
協
議
し
、
土
地
改
良
事
業
法
、
土

地
改
良
法
上
の
手
続
き
の
準
備
を
行
っ

て
居
り
、
法
的
手
続
き
が
終
わ
り
次
第
、

農
地
の
手
直
し
、
工
事
や
農
地
造
成
団

地
の
新
た
な
水
源
確
保
や
、
速
や
か
に

進
め
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
と
答
弁
さ

れ
て
い
る
。
相
良
村
に
お
い
て
は
該
当

す
る
事
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

造
成
団
地
に
つ
い
て
は
、
一
定

の
水
を
送
る
と
言
う
約
束
が
あ
り
ま
す
。

相
良
村
に
つ
い
て
は
、
枯
塚
、
永
谷
等
の

団
地
が
あ
り
ま
す
の
で
水
を
確
保
す
る
話

し
合
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

相
良
村
は
利
水
事
業
と
言

う
事
で
、
何
10
年
も
翻
弄
さ
れ
た
村
で

す
。
既
に
飛
行
場
土
地
改
良
区
の
水
路

が
あ
り
ま
す
が
、
い
た
ん
で
酷
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
利
水
事
業
が
で

き
る
ま
で
と
村
と
し
て
も
改
良
も
せ
ず

先
延
ば
し
に
し
て
き
た
訳
で
す
。
水
の

取
り
入
れ
口
等
、
部
分
的
に
改
良
が
必

要
と
す
る
個
所
が
相
当
あ
る
と
思
う
ん

で
す
が
、
県
、
国
に
働
き
か
け
て
改
善

策
の
考
え
は
な
い
ん
で
す
か
。

基
本
的
に
相
良
村
土
地
改
良

の
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
ち
ら
か
ら

要
望
が
あ
れ
ば
、
国
や
県
に
ど
う
伝
え

る
か
も
含
め
て
検
討
し
た
い
と
思
っ
て

居
る
と
こ
ろ
で
す
。

土
地
改
良
区
か
ら
、
色
々

な
要
望
が
あ
っ
た
ら
村
自
体
も
県
と
か

国
に
対
し
て
要
望
活
動
を
行
う
事
に
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
で
す
ね
。

検
討
す
る
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。

検
討
す
る
だ
け
で
は
前
に

は
進
み
ま
せ
ん
。
相
良
村
の
財
源
も
10

億
位
し
か
基
金
が
あ
り
ま
せ
ん
。
利
水

事
業
に
つ
い
て
地
域
の
皆
様
が
安
心
し

て
農
業
が
出
来
る
よ
う
な
事
を
考
え
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

小
善
議
員

村 

長

小
善
議
員

村 

長
村 

長

村 
長

小
善
議
員

小
善
議
員

産
業
振
興
課
長

小
善
議
員

小
善
議
員

村 

長
小
善
議
員

小
善
議
員

川
辺
川
利
水
事
業
に
つ
い
て
。

Ｑ

村 

長
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準
備
を
今
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
。

協
議
さ
れ
た
か
、
平
原
公
民

分
館
裏
側
村
道
は
整
備
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

協
議
は
行
っ
て
い
な
い
、
数

年
来
、
路
面
の
損
傷
が
進
ん
で
い
る
の
で

対
処
し
た
い
。古

い
道
、
現
在
の
道
、
新

し
い
道
、
全
然
何
も
し
て
い
な
い
、
管
理

不
足
で
早
急
な
対
応
を
、
路
線
は
総
合
計

画
で
は
22
年
度
を
28
年
度
に
先
延
ば
し
に

し
、
今
回
、
用
地
取
得
費
、
そ
れ
に
工
事

費
が
補
正
予
算
に
全
然
乗
っ
て
い
な
い
、

12
月
に
補
正
し
て
も
年
度
内
に
は
間
に
合

わ
な
い
、
こ
の
様
な
事
か
ら
村
長
の
こ
の

路
線
に
対
す
る
熱
意
が
感
じ
ら
れ
な
い
残

念
に
思
い
ま
す
。

防
災
無
線
は
停
電
し
て
緊
急

時
に
は
ど
う
す
る
の
か
、
上
四
浦
地
区
は
。

災
害
に
若
干
弱
い
、
電
気
が

通
っ
て
い
る
の
が
大
前
提
、
何
ら
か
の
対

処
は
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

衛
星
電
話
を
各
班
長
に
常
時

常
設
し
て
い
る
。

農
林
水
産
業
の
被
害
状
況

は
、
県
の
発
表
で
は
25
億
と
林
業
14
億
と

あ
る
が
。

一
番
の
被
害
は
栗
・
野

菜
で
７
５
０
万
7
千
円
、
栗
の
枝
倒
れ

２
２
１
万
円
で
合
計
１
，１
３
２
万
円
。

ハ
ウ
ス
園
芸
農
家
も
大
打

撃
、
栗
の
台
風
対
策
と
し
て
Ｊ
Ａ
と
協
議

し
低
木
仕
立
の
剪
定
講
習
会
や
補
助
も
考

え
て
は
。

五
木
瀬
目
ト
ン
ネ
ル
工
事
関

吉松　啓一議員

係
で
国
道
の
代
替
え
道
路
と
な
る
田
代
橋

～
椎
葉
谷
橋
間
を
供
用
開
始
前
に
国
に
か

け
切
り
を
要
望
し
て
は
、
県
に
説
明
会
時

に
直
接
要
望
は
す
る
予
定
。

村
の
負
担
が
無
い
よ
う
国
に
お

願
い
す
る
。

柳
瀬
に
あ
る
国
土
交
通
省
川

辺
川
ダ
ム
砂
防
事
務
所
内
に
土
砂
災
害
に

特
化
し
た
分
室
を
全
国
で
初
め
て
設
置
し

た
と
の
事
だ
が
村
長
は
事
前
に
知
ら
さ
れ

た
か
。

マ
ス
コ
ミ
報
道
で
知
っ
た
、
村

に
も
う
ち
ょ
っ
と
言
っ
て
ほ
し
か
っ
た
。

村
長
が
就
任
早
々
ダ
ム
は
容

認
し
が
た
い
と
言
わ
れ
、
事
務
所
の
存
続

を
危
ぶ
ん
で
い
た
が
、
設
置
は
歓
迎
す
べ

き
事
、
国
に
対
し
て
意
思
疎
通
を
図
っ
て

ほ
し
い
。

今
後
、
農
業
振
興
は
ど
の
よ

う
な
点
に
重
点
を
置
か
れ
る
か
、
青
年
就

農
者
に
対
す
る
支
援
は
、
こ
の
人
達
が
後

の
相
良
村
の
農
業
を
支
え
る
人
。

村
も
ブ
ラ
テ
ィ
ン
グ
事
業
に
予

算
を
組
ん
で
い
る
。
他
町
村
と
協
議
し
進

め
る
。

県
が
窓
口
、
青
年
等
就

農
給
付
金
年
間
１
５
０
万
円
、
指
導
は
年

2
回
、
国
、
県
補
助
関
係
で
3
名
。

大
規
模
化
に
向
け
た
モ
デ
ル

と
な
る
農
業
法
人
の
育
成
は
、
50
ａ
区
画

の
モ
デ
ル
事
業
の
柳
瀬
新
村
か
ら
十
島
の

農
道
舗
装
は
速
や
か
に
整
備
を
。

農
業
集
落
排
水
事
業
の
川
地

区
の
繋
ぎ
込
率
が
54
％
で
上
げ
る
為
、
村

長
も
利
用
さ
れ
た
県
、
村
の
10
万
円
補
助

が
27
年
ま
で
切
れ
る
が
、
ま
た
、
算
出
方

法
1
ヶ
月
基
本
料
１
，５
０
０
円
＋
人
数

割
り
で
乳
幼
児
、
施
設
に
入
っ
て
居
ら
れ

る
方
も
一
律
だ
が
改
善
し
て
は
。

達
成
し
た
と
言
え
る
率
で
は
な

い
、
農
集
排
の
在
り
様
、
是
非
を
含
め
検

討
す
べ
き
だ
っ
た
、
排
泄
量
が
個
人
差
が

あ
る
私
は
お
答
え
し
か
ね
る
。

村
長
就
任
時
、
23
、
24
年
は

地
方
交
付
税
が
19
億
円
台
で
こ
の
頃
大
き

な
事
業
す
れ
ば
余
裕
が
あ
っ
た
現
在
昨
年

よ
り
７
，７
０
０
万
円
減
、
こ
の
先
交
付

税
が
減
っ
た
場
合
の
対
策
は
。

減
っ
て
く
る
の
は
間
違
い
な
い
、

国
、
県
か
ら
お
金
が
こ
な
い
か
ら
村
づ
く

り
が
出
来
な
い
と
言
う
考
え
方
は
根
本
的

に
意
識
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。

く
ま
が
わ
鉄
道
、
チ
ェ
リ
ー

ゴ
ル
フ
等
と
協
議
が
な
さ
れ
た
か
、
測
量

は
ま
だ
か
。具

体
的
な
協
議
は
未
だ
。

吉
松
議
員

吉
松
議
員

建
設
課
長

村 

長

村 

長

台
風
被
害
額
と
停
電
時
の
緊
急
放
送
は
。

１
，
１
３
２
万
円
、
電
気
が
通
っ

て
い
る
の
が
大
前
提
。。

ＱＡ
国
道
代
替
え
田
代
橋
～
椎
葉
谷
橋

間
の
か
け
切
り
を
国
に

村
に
負
担
が
な
い
よ
う
に
。

ＱＡ

吉
松
議
員

吉
松
議
員

吉
松
議
員

村 

長

川辺川ダム砂防事務所に土砂災害対策分室

総
務
課
長

吉
松
議
員

産
業
振
興
課
長

吉
松
議
員

青
年
就
農
者
支
援
内
容
。
農
業
法

人
の
育
成
は

３
名
、就
農
給
付
金
年
間
１
５
０
万
円
、

営
農
集
落
に
来
年
を
目
途
。

ＱＡ 村 

長
吉
松
議
員

農
集
排
の
使
用
料
改
善
は
、
地
方

交
付
税
が
減
っ
た
場
合
。

在
り
様
、
是
非
を
含
め
検
討
す
べ
き

だ
っ
た
、
交
付
税
に
対
す
る
意
識
を

変
え
る
必
要
。

ＱＡ

産
業
振
興
課
長

吉
松
議
員

村 

長
村 

長
吉
松
議
員

吉
松
議
員

村 

長 平
原
十
島
線
改
良
事
業
の
協
議
は
、

補
正
予
算
も
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。

協
議
は
行
っ
て
い
な
い
。

ＱＡ

吉
松
議
員

建
設
課
長

吉
松
議
員
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前
教
室
や
栄
養
教
室
等
な
ど
を
行
っ
て

居
り
ま
す
。
１
次
予
防
と
２
次
予
防
に

つ
い
て
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今
年

の
10
月
か
ら
１
次
予
防
に
つ
き
ま
し
て

は
、
試
行
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
３
ヶ

月
間
の
間
、
茶
湯
里
の
温
泉
を
使
用
し

て
の
介
護
予
防
教
室
の
方
を
計
画
し
て

居
り
ま
す
。
ま
た
、
２
次
予
防
に
つ
き

ま
し
て
は
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て
頂

け
る
様
に
、
そ
の
対
象
者
と
な
る
把
握

を
行
っ
て
事
業
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
平
成
27
年
度
の
新
規

事
業
と
致
し
ま
し
て
、
65
歳
到
達
者
対

象
に
、
３
ヶ
月
に
１
回
の
介
護
講
話
や

体
力
診
断
を
行
う
介
護
予
防
検
診
を
開

催
し
て
居
り
ま
す
。
ま
た
、
10
月
か
ら

は
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
要
請
す
る
介

護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
計
画

し
て
居
り
、
高
齢
者
を
支
え
る
地
域
の

担
い
手
の
確
保
に
繋
げ
た
い
と
考
え
て

居
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
第
６
期
の

介
護
保
険
計
画
の
基
本
構
想
で
も
あ
り

ま
す
、
高
齢
者
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
地
域
社
会
会

を
構
築
し
、
高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が

い
を
持
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
介
護
予
防
に
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

前
田
松
馬
場
線
改
良
工
事

市岡　智惠議員

今
回
第
６
期
介
護
保
険
事

業
計
画
の
策
定
に
よ
り
、
介
護
保
険
料

の
基
準
額
の
増
額
が
な
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
増
額
と
な
っ
た
件
に
つ

い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

第
５
期
に
お
き
ま
し

て
は
、
基
準
額
５
，
８
０
０
円
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。
27
年
度
よ
り
３
年
間
は
６
，

０
０
０
円
と
な
り
、
２
０
０
円
上
昇
し

て
居
り
ま
す
が
、
今
後
、
介
護
保
険
料

の
負
担
増
に
な
ら
な
い
様
、
介
護
予
防

の
取
り
組
み
と
し
て
、
現
在
、
相
良
村

で
取
り
組
ん
で
居
り
ま
す
事
業
と
し
て
、

２
次
予
防
の
通
所
型
介
護
予
防
事
業
や

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
、
各

地
域
で
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
等
へ
の
出

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

こ
の
路
線
は
一
部
未
改
良
区

間
を
残
し
て
居
り
ま
す
が
、
平
成
25
年

度
事
業
で
、
改
良
拡
幅
工
事
が
今
の
と

こ
ろ
終
了
し
て
居
り
ま
す
。
川
に
下
り

る
農
道
は
26
年
度
に
要
望
書
が
上
が
っ

て
き
て
居
り
、
当
該
地
区
は
川
辺
川
の

完
遂
が
上
が
っ
て
る
土
地
で
す
の
で
、

本
村
と
し
て
は
、
路
面
の
状
況
を
見
な

が
ら
経
過
観
察
と
言
う
事
で
考
え
て
居

り
ま
す
。

前
田
松
馬
場
線
に
お
い
て

事
故
等
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
拡
張
は

出
来
な
い
か
、
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
改
良
等
は
、
考

え
て
居
な
い
。

（
不
納
欠
損
、
未
納
額
に
つ

い
て
説
明
）

不
納
欠
損
処
分
は
徴
収
を

諦
め
る
事
と
同
じ
。
納
税
に
つ
い
て
は
、

公
平
で
あ
る
べ
き
。
税
務
課
に
お
い
て

は
、
徴
収
義
務
を
通
正
に
行
い
時
効
を

成
立
さ
せ
な
い
様
に
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

食
の
文
化
祭
参
加
者
の
負

担
金
に
つ
い
て
。
収
支
報
告
、
予
算
の

計
上
は
。

収
支
報
告
は
作
成
し
て
村

長
の
決
裁
を
受
け
て
い
る
。
一
般
会
計

予
算
に
は
計
上
し
て
い
な
い
。

予
算
を
計
上
す
る
上
で
は

歳
入
歳
出
に
つ
い
て
明
確
に
す
べ
き
。

　

村
長
サ
ミ
ッ
ト
の
成
果
に
つ
い
て
。

今
回
の
大
会
の
成
功
は
ま

さ
に
、
民
の
力
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
、

個
々
の
団
体
の
活
動
に
対
す
る
自
信
や

住
民
意
識
の
一
本
化
、
連
帯
化
へ
の
醸

成
に
繋
が
っ
た
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。

市
岡
議
員

介
護
予
防
拠
点
施
設
整
備
事
業
に

つ
い
て
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を

目
指
し
て
介
護
予
防
に
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
。

ＱＡ

市
岡
議
員

未改良の村道前田松馬場線（棚葉瀬）

市
岡
議
員

市
岡
議
員

保
健
福
祉
課
長

前
田
松
馬
場
線
改
良
工
事
に
つ
い
て
。

現
在
の
と
こ
ろ
改
良
等
は
考
え
て

居
な
い
。

ＱＡ

税
の
徴
収
に
つ
い
て
。

Ｑ
全
国
村
長
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て
。

Ｑ 建
設
課
長

税
務
課
長

総
務
課
長

村 

長
市
岡
議
員

市
岡
議
員

総
務
課
長
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徳
田
村
長
は
今
ま
で
２
期

八
年
間
に
お
い
て
村
の
為
、
村
民
の
為
、

色
々
な
政
策
を
実
行
さ
れ
て
来
ら
れ
ま

し
た
。
財
政
調
整
基
金
の
充
実
、
中
学

校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、
学

校
給
食
食
材
費
の
３
割
補
助
、
地
域
づ

く
り
補
助
金
の
創
設
、
農
林
畜
産
業
へ

の
補
助
金
の
充
実
等
。
直
近
に
お
い
て

は
、
村
道
廻
観
音
橋
の
竣
工
、
開
通
式
を

執
り
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

１
期
目
で
種
を
蒔
き
、
２
期
目
で
そ

れ
を
育
て
て
い
る
時
期
で
す
。
３
期
目

は
そ
の
成
長
を
見
守
り
、
収
穫
へ
と
進

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

果
た
し
て
、
当
相
良
村
の
村
長
選
を

来
春
に
迎
え
た
今
、
徳
田
村
長
は
３
期

目
出
馬
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
お
考

え
で
す
か
。こ

の
２
期
の
途
中
で
ご
ざ
い

ま
す
け
れ
ど
、
７
年
半
に
亘
り
ま
し

て
、
微
力
な
が
ら
非
力
な
私
が
村
政
を

担
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
の
は
、
偏
に
村

民
の
皆
様
方
ご
支
援
が
あ
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
し
、
ま
た
、
役
場
職
員
、
全

て
の
皆
様
方
の
お
力
が
あ
れ
ば
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
７
年
半

経
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
、
あ
と
６
ヶ

月
間
、
最
後
の
一
日
ま
で
私
は
村
民
の

為
に
全
力
投
球
を
な
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
６
ヶ
月
と
言
い
ま
す
の
は
、

１
期
４
年
の
内
、
８
分
の
１
も
あ
り
ま

す
。
私
は
先
ず
は
そ
こ
に
全
力
投
球
す

る
事
が
大
事
で
あ
ろ
う
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

自
己
検
証
を
し
て
、
然
る
べ
き
時
期

に
明
確
に
村
民
の
皆
様
方
に
お
願
い
を

し
て
参
り
た
い
と
言
う
ふ
う
に
考
え
て

い
ま
す
。

今
回
の
村
政
座
談
会
に
つ

い
て
は
ど
う
い
っ
た
事
を
報
告
さ
れ
ま

し
た
か
。こ

の
７
年
半
に
亘
っ
て
の
大

ま
か
な
実
績
と
27
年
度
の
新
規
事
業
に

つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
頂
い
た
。

村
民
か
ら
の
質
問
、
要
望

等
は
主
に
ど
の
様
な
事
柄
で
あ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。村

道
の
整
備
改
修
、
掛
け

切
り
等
の
道
路
の
整
備
が
21
件
、
農
道

整
備
6
件
、
堤
防
等
の
改
修
及
び
堆
積

土
砂
の
除
去
が
5
件
、
防
犯
灯
設
置
4

件
、
他
に
獣
害
対
策
、
空
き
家
対
策
、

交
通
弱
者
へ
の
対
応
等
、
全
部
で
60
件

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
道
路
関
係
の

整
備
が
27
件
で
、
要
望
の
内
の
約
50
％

を
占
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
。

村 

長

西
本
議
員

徳
田
村
長
の
三
期
目
出
馬
に
つ
い
て
。

村
民
に
向
か
っ
て
表
明
し
て
い

き
た
い
。

ＱＡ

村 

長
総
務
課
長

西本巳喜男議員

村
政
座
談
会
に
つ
い
て
。

道
路
関
係
の
整
備
が
要
望
の

50
％
を
占
め
る
。

ＱＡ西
本
議
員

西
本
議
員

相良村議会　12月定例会のお知らせ
12月定例会は、12月中旬頃の開催予定です。皆様の傍聴をお待ちしております。

インターネット録画映像開始（翌日から見られます）
　相良村議会では、以前よりインターネット上や役場村民ホールのテレビにおいて、議会ライブ中継を実施しておりましたが、
利用者からの『いつでも見られるようにしてほしい』との要望を受け、映像の録画配信を実施することになりました。本会
議日の（※）翌日18時より休憩分のみをカットしたものを録画配信いたします。
　併せて、平成26年分の定例会並びに臨時会の記録もご覧いただけますので、ぜひ、そちらもご利用下さい。
（※本会議日が金曜日の場合は、翌営業日の18時となります。）

相良村ホームページ　http://www.vill.sagara.lg.jp/　からお入り下さい。
　　　　　　　　　　相良村ホーム　>　相良村議会　>　相良村議会 議会中継システム

詳細につきましては、議会事務局までお尋ね下さい。（事務局　直通３５－１０３８）
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な
い
か
。治

山
ダ
ム
と
申
し
ま
す
の
は
、

元
々
土
砂
が
堆
積
し
た
事
に
よ
っ
て
効

用
を
発
揮
す
る
と
云
う
意
味
で
も
あ
り

ま
す
。
検
討
を
し
て
参
り
た
い
と
言
う

ふ
う
に
考
え
て
居
ま
す
。

林
道
に
溢
れ
た
水
害
対
策
と

し
て
横
断
溝
を
造
る

考
え
は
な
い
か
。

検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

新
層
谷

川
左
岸
側
に
あ
り
ま

す
民
家
宅
地
の
石
積

法
面
の
補
強
す
る
考

え
は
な
い
か
。状

況
が

変
わ
っ
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
見
に
行
っ
て

検
討
し
た
い
。新

層
谷
川

下
流
で
国
道
４
４
５

号
線
と
川
辺
川
間
の

堆
積
土
砂
の
除
去
の

考
え
は
な
い
か
。

今
回
補
正
予
算
に
計
上
さ

せ
て
頂
い
て
居
り
ま
す
の
で
、
承
認
頂

き
ま
し
た
後
に
実
施
し
た
い
。

村
内
の
神
社
仏
閣
に
つ
い

て
、
村
内
の
神
社
仏
閣
は
ど
の
位
あ
る

の
か
。

28
の
神
社
と
5
つ
の
お
寺
、

お
堂
と
名
の
つ
く
も
の
が
、
52
箇
所
あ

り
ま
す
。

神
社
仏
閣
の
内
、
国
、
県
、

村
指
定
の
文
化
財
は
ど
の
位
あ
る
の
か
。

十
島
菅
原
神
社
が
、
国
指

定
文
化
財
、
井
沢
権
現
神
社
が
県
指
定

文
化
財
、
山
本
神
社
本
殿
と
四
浦
阿
蘇

神
社
本
殿
が
村
指
定
文
化
財
と
な
っ
て

居
り
ま
す
。

雨
宮
神
社
は
村
指
定
文
化

財
と
な
っ
て
い
な
い
と
言
う
こ
と
で
す

の
で
、
新
た
に
雨
宮
神
社
を
村
指
定
文

化
財
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

雨
宮
神
社
関
係
の
方
、
地
域

の
方
達
の
機
運
が
あ
っ
て
、
教
育
委
員

会
に
も
っ
て
き
ま
す
と
、
教
育
委
員
会

は
文
化
財
保
護
委
員
さ
ん
に
諮
問
し
ま

す
。
そ
し
て
調
査
研
究
さ
れ
ま
し
て
、

文
化
財
保
護
委
員
さ
ん
か
ら
教
育
委
員

会
の
方
に
答
申
し
て
頂
き
ま
す
。
そ
れ

を
基
に
教
育
委
員
会
で
初
め
て
指
定
が

行
え
る
。

新
層
谷
川
に
つ
い
て
、
一

点
目
、
新
層
谷
川
に
か
か
る
治
山
ダ
ム

の
堆
積
土
砂
の
除
去
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

振
興
局
か
ら
の
回
答
で

は
、
撤
去
の
み
の
事
業
は
県
の
方
で
は

難
し
い
と
い
う
返
事
。

県
の
方
で
出
来
な
い
と
言

う
事
で
あ
れ
ば
、
村
の
方
で
撤
去
出
来

池
田
議
員

村
内
の
神
社
仏
閣
は
ど
の
位
あ

る
の
か
。

28
の
神
社
と
5
つ
の
お
寺
、
お
堂

が
52
箇
所
。

ＱＡ

新曾谷川の堆積土砂

教
育
課
長

建
設
課
長

池田　勝吉議員

池
田
議
員

教
育
課
長

池
田
議
員

教
育
長

池
田
議
員

産
業
振
興
課
長

池
田
議
員

村 

長
池
田
議
員

池
田
議
員

建
設
課
長

池
田
議
員

新
層
谷
川
下
流
の
堆
積
土
砂
の

除
去
は
。

補
正
予
算
承
認
後
、
実
施
し
た
い
。

ＱＡ

建
設
課
長



10　2015.11.12　第25号

一 般 質 問９人が登壇  一 般 質 問

自
転
車
の
交
通
違
反
に
よ
る

事
故
の
増
加
が
大
き
な
要
因
で
、
自
転
車

に
係
る
道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、児
童
、

生
徒
に
対
し
ど
の
様
な
周
知
を
さ
れ
た
の

か
伺
い
ま
す
。

警
察
か
ら
出
て
い
る
自
転
車
の

乗
り
方
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
、

学
校
全
体
集
会
や
、各
学
級
で
指
導
さ
れ
、

駐
在
さ
ん
や
、
交
通
指
導
員
さ
ん
を
招
聘

し
ま
し
て
講
習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
転
車
事
故
で
、
１
億
円
の

賠
償
金
が
裁
判
で
発
生
し
た
と
あ
り
ま
し

た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
悪
ふ
ざ
け
で
加
害
者

に
な
り
得
ま
す
。
保
険
の
加
入
が
非
常
に

大
事
で
、保
険
の
加
入
状
況
を
伺
い
ま
す
。

今
の
加
入
は
約
半
分
で
、
今
後

は
奨
励
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

本
年
の
初
神
村
政
座
談
会
、

６
月
広
報
さ
が
ら
村
長
エ
ッ
セ
イ
で
教
育

長
人
事
に
つ
い
て
、
教
育
長
が
１
年
４
ヶ

月
ぶ
り
に
誕
生
し
ま
し
た
、
議
会
が
１
年

４
ヶ
月
も
の
異
常
の
事
態
の
不
在
を
よ
う

や
く
同
意
し
て
く
れ
た
と
発
言
さ
れ
、
ま

た
本
年
４
月
広
報
さ
が
ら
村
長
エ
ッ
セ
イ

で
、
相
良
村
に
は
副
村
長
も
教
育
長
も
議

会
の
度
重
な
る
否
決
に
よ
り
不
在
で
す
と

書
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
教
育
長
の

提
案
日
と
直
近
の
教
育
委
員
提
案
日
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

教
育
長
の
提
案
日
と
言
い
ま

す
の
は
、
今
回
「
平
成
27
年
」
の
５
月
11

日
の
臨
時
議
会
が
初
め
て
で
す
、
そ
れ
以

前
は
教
育
委
員
の
選
任
同
意
で
、
５
月
11

日
以
前
の
直
近
と
言
い
ま
す
と
平
成
26
年

３
月
10
日
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議
会
が
そ
の
１
年
４
ヶ
月
の

間
に
何
度
も
否
決
し
た
か
の
様
な
ニ
ュ
ア

ン
ス
の
発
言
で
す
が
、
１
年
４
ヶ
月
も
の

間
提
案
を
さ
れ
ず
に
空
白
の
期
間
を
作
ら

れ
た
の
は
村
長
で
す
。
議
会
と
し
て
学
校

長
経
験
者
の
方
の
提
案
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
待
ち
に
待
っ
た
井
上
先
生

の
提
案
で
全
員
賛
成
に
て
教
育
長
誕
生
と

な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
村
長
は
人
事
案
件

で
議
会
に
対
し
殆
ど
何
の
説
明
も
相
談
も

な
く
一
方
的
に
、
ま
た
当
日
提
案
さ
れ
る

や
り
方
を
さ
れ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
女
性

の
教
育
委
員
も
法
律
で
置
く
と
定
め
ら
れ

て
い
る
所
で
す
が
本
年
６
月
の
臨
時
議
会

ま
で
１
度
の
提
案
も
あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

村
政
座
談
会
で
、

副
村
長
を
１
度
も
同
意
し
て
貰
っ

て
い
な
い
と
発
言
さ
れ
、
広
報
さ

が
ら
エ
ッ
セ
イ
で
も
副
村
長
も
教

育
長
も
議
会
の
度
重
な
る
否
決
に

よ
り
不
在
で
す
と
書
い
て
お
ら
れ

ま
す
の
で
、
副
村
長
の
提
案
日
と

回
数
を
伺
い
ま
す
。

副
村
長
の
提
案
は

平
成
23
年
３
月
の
提
案
で
１
回
で
す
。

村
長
は
就
任
７
年
半
で
、
副

村
長
提
案
は
平
成
23
年
３
月
10
日
の
１
回

で
す
。
度
重
な
る
否
決
や
１
度
も
同
意
し

て
貰
っ
て
い
な
い
と
の
発
言
は
、
人
事
案

件
に
つ
い
て
事
実
を
歪
曲
し
、
い
か
に
も

議
会
を
村
民
に
対
し
て
悪
い
印
象
を
与
え

よ
う
と
す
る
意
図
に
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
し
、村
民
の
不
安
を
あ
お
る
言
動
で
す
。

総
務
課
長
に
提
案
日
を
は
っ
き
り
言
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
事
実
を
報
告

し
て
終
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
他
に「
機
能
別
消
防
団
に
つ
い
て
」

と
「
肥
後
相
良
フ
ァ
ー
ム
井
戸
ポ
ン
プ
に

つ
い
て
」
質
問
し
ま
し
た
。

教
育
長
、
副
村
長
が
議
会
の
度
重

な
る
否
決
に
よ
り
不
在
と
の
村
長

発
言
に
つ
い
て
、
提
案
回
数
は
。

教
育
長
は
今
年
の
5
月
11
日
が

初
め
て
で
、
副
村
長
は
平
成
23

年
3
月
定
例
議
会
の
一
回
で
す
。

ＱＡ

自
転
車
に
係
る
改
正
道
路
交
通
法

の
周
知
に
つ
い
て
。

学
校
も
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で

頂
い
て
い
ま
す
。

ＱＡ

自転車通行可の歩道（柳瀬地区）

教
育
長

総
務
課
長

黒木　正照議員

黒
木
議
員

黒
木
議
員

教
育
長

黒
木
議
員

黒
木
議
員

黒
木
議
員

総
務
課
長

黒
木
議
員
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相
良
三
十
三
観
音
の
一
斉
ご

開
帳
が
さ
れ
、
相
良
村
内
の
５
観
音
も
一

週
間
開
帳
さ
れ
る
が
、
接
待
を
す
る
人
た

ち
の
高
齢
化
、
人
手
不
足
で
ご
苦
労
さ
れ

て
い
る
と
聞
く
が
実
情
は
ど
う
か
。

郡
市
内
の
三
十
三
観
音
を
管

理
さ
れ
て
い
る
地
区
は
ど
こ
も
高
齢
化
で

苦
労
さ
れ
て
い
る
。
開
帳
の
期
間
を
短
縮

出
来
な
い
か
と
い
う
意
見
も
聞
い
て
い
る
。

接
待
や
経
費
面
で
も
ご
苦
労

さ
れ
て
い
る
と
聞
く
、
ま
た
観
光
名
所
で

も
あ
り
、
人
吉
球
磨
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
の

一
つ
な
の
で
村
と
し
て
運
営
費
の
助
成
は

出
来
な
い
か
。

接
待
を
功
徳
と
し
て
捉
え
る
な

ら
ば
、
そ
っ
と
し
て
お
く
の
も
良
い
の
で

は
な
い
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
補
修
な
ど

も
間
接
的
な
形
で
支
援
が
出
来
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。春

の
ご
観
音
開
帳
で
は
、
観

光
協
会
よ
り
1
万
5
千
円
の
接
待
費
が
助

成
さ
れ
、
そ
の
額
で
賄
わ
れ
て
い
る
と
聞

く
。
村
は
、
観
光
協
会
を
通
し
て
助
成
は

出
来
な
い
か
。

先
ほ
ど
の
様
な
趣
旨
で
現
在
の

と
こ
ろ
は
考
え
て
い
な
い
。

平
成
13
年
２
月
22
日
に
観
音

堂
は
村
の
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
が
ど
う
か
。

村
内
の
５
観
音
は
指
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
指
定
日
に
つ
い
て
は
、
教

育
委
員
会
で
指
定
さ
れ
る
の
で
私
は
判
り

ま
せ
ん
。

村
の
文
化
財
と
し
て
指
定
さ

れ
て
い
る
の
で
、
補
修
、
助
成
、
秋
の
賄

い
費
に
つ
い
て
再
度
伺
い
ま
す
。

文
化
財
指
定
は
観
音
様
で
観
音

堂
と
い
う
建
物
は
指
定
が
な
い
。
施
設
等

に
つ
い
て
は
支
援
し
て
保
護
、
保
全
を
前

向
き
に
考
え
て
行
き
た
い
。

文
化
財
に
詳
し
い
職
員
が
お

ら
れ
る
。
相
良
村
の
文
化
財
を
発
掘
し
て

指
定
に
努
め
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
は
、

適
材
で
あ
る
が
適
所
と
は
言
え
な
い
。
地

域
の
文
化
財
に
関
わ
っ
て
い
く
べ
き
人
材

と
し
て
そ
の
適
所
を
考
え
て
い
る
。

村
税
の
収
納
及
び
滞
納
に
つ

い
て
不
納
欠
損
額
２
０
０
万
円
、
収
納
未

済
額
に
お
い
て
も
今
後
も
増
額
す
る
の
で

は
な
い
か
。
今
後
の
徴
収
対
策
に
つ
い
て

村
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

納
税
意
識
が
低
い
と
言
わ
れ
て

い
て
も
致
し
方
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
自

ら
率
先
し
て
環
境
づ
く
り
、
啓
発
を
す
る

こ
と
で
現
年
度
分
を
中
心
に
収
納
率
を
上

げ
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

不
納
決
算
、
欠
損
金
７
０
０

万
円
は
昨
年
よ
り
４
０
０
万
円
増
え
て
い

る
状
況
で
あ
り
、
自
主
財
源
の
確
保
が
必

要
で
あ
る
。
徴
収
計
画
に
よ
り
１
０
０
％

徴
収
、
収
納
に
努
め
る
考
え
は
あ
る
か
。

税
務
課
に
限
ら
ず
各
課
一
体
と

な
っ
て
他
の
町
村
や
県
の
力
を
お
借
り
し

な
が
ら
税
の
徴
収
率
を
１
０
０
％
に
近
づ

け
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

三
十
三
観
音
堂
へ
の
助
成
は
。

保
護
、
保
全
に
積
極
的
、
前
向

き
に
考
え
た
い
。

ＱＡ

髙岡　重盛議員

髙
岡
議
員

総
務
課
長

髙
岡
議
員

村 

長
髙
岡
議
員

村 

長
髙
岡
議
員

総
務
課
長

髙
岡
議
員

村 

長

髙
岡
議
員

村 

長
髙
岡
議
員

村 
長

髙
岡
議
員

村 

長

相良三十三観音第18番札所（廻観音）

村
税
の
収
納
、
滞
納
に
つ
い
て

税
の
徴
収
率
を
１
０
０
％
に
近

づ
け
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

ＱＡ
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６
月
定
例
会
議
に
区
長
会
か

ら
意
見
を
と
り
ま
と
め
て
３
件
の
要
望
が

出
さ
れ
ま
し
た
中
か
ら
高
原
地
区
に
更
に

作
業
用
農
道
を
新
設
し
て
欲
し
い
と
い
う

要
望
書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
上
川
上

か
ら
こ
こ
に
は
松
馬
場
上
ま
で
と
し
て
あ

り
ま
す
が
、
上
園
ま
で
の
ふ
る
さ
と
農
道

が
通
っ
て
お
り
大
変
重
宝
し
て
お
り
、
更

に
奥
の
方
に
一
路
線
あ
れ
ば
、
放
棄
地
の

活
用
が
で
き
る
の
で
検
討
を
お
願
い
し
ま

す
と
の
事
。

　

私
が
21
年
６
月
の
定
例
議
会
で
の
一
般

質
問
で
、
東
西
に
広
域
農
道
が
あ
り
中
央

に
も
う
１
本
、
南
北
に
２
本
出
来
れ
ば
防

風
林
を
解
除
し
て
ふ
る
さ
と
農
道
規
模
の

農
道
を
整
備
し
て
頂
く
様
要
望
し
て
い

ま
す
。

　

再
度
、
区
長
さ
ん
か
ら
要
望
が
出
て
き

た
と
い
う
事
は
や
は
り
区
長
さ
ん
は
じ
め

農
業
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
が
そ
う
い
う
事

を
常
に
農
業
振
興
の
為
と
思
っ
て
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
再
度
、
村
長
お
伺
い
致

し
ま
す
。

高
原
地
区
の
ふ
る
さ
と
農
道
が

今
一
本
走
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
第
2

ふ
る
さ
と
農
道
と
言
い
ま
す
か
、
私
も
村

長
に
な
り
ま
し
て
高
原
地
区
に
行
っ
て
も

う
一
本
縦
に
あ
っ
て
更
に
横
に
あ
る
と
い

う
事
が
必
要
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
各
関

係
機
関
に
県
に
も
相
談
致
し
ま
し
た
。
区

画
整
理
事
業
と
併
せ
て
や
ら
な
い
と
先
に

農
道
を
造
っ
て
も
将
来
区
画
整
理
を
す
る

時
に
逆
に
や
り
難
く
な
る
と
言
う
か
造
り

直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
事
に
な

り
ま
す
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
実
施
出
来
な

い
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

３
番
議
員
の
思
い
っ
て
い
う
の
も
私
の

思
い
と
同
じ
で
す
。
現
実
的
に
も
う
一
本

造
る
と
い
う
の
は
難
し
い
か
ら
区
画
整
備

等
を
や
っ
て
も
ら
っ
た
方
が
良
か
っ
た
と

言
う
意
見
を
聞
く
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

村
長
、
今
日
緻
密
に
答
弁
頂

き
ま
し
た
が
、
今
の
答
弁
の
様
に
村
民
の

声
を
聴
い
て
検
討
を
し
ま
す
の
一
言
が
欲

し
か
っ
た
で
す
よ
。
21
年
と
22
年
の
答
弁

は
全
く
違
う
の
で
す
。
農
水
省
の
補
助
事

業
、
利
水
事
業
だ
か
ら
出
来
ま
せ
ん
の
答

弁
、
先
程
も
村
長
は
あ
る
議
員
の
答
弁
で

村
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
議
員
の
意
見
を

聴
い
て
進
め
た
い
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
。

県
と
話
し
合
い
を
な
さ
れ
た
の
な
ら
議
会

に
こ
う
い
う
事
だ
っ
た
と
一
言
で
も
話
を

し
て
も
ら
え
れ
ば
区
長
さ
ん
農
家
の
方
に

そ
う
言
う
説
明
を
す
る
ん
で
す
。

　

昔
は
ト
ラ
ク
タ
ー
は
15
馬
力
か
ら
28

馬
力
位
で
し
た
が
今
現
在
の
機
械
は

５
０
０
０
cc
か
ら
８
０
０
０
cc
で
今
の
農

業
の
形
態
に
あ
っ
た
農
業
施
策
を
や
る
こ

と
で
す
よ
。
農
家
の
心
と
言
い
ま
す
か
そ

れ
を
把
握
し
て
も
ら
い
た
い
ん
で
す
よ
。

代
弁
と
し
て
農
業
の
振
興
に
寄
与
す
れ
ば

と
思
っ
て
一
般
質
問
で
お
願
い
を
し
た
訳

で
す
。

２
地
区
に
お
い
て
は
農
地
集
積

事
業
に
入
っ
て
居
り
ま
す
。
最
終
的
な
形

態
と
し
て
は
区
画
整
備
事
業
が
存
在
し
て

い
る
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。

中
村
議
員

ふ
る
さ
と
農
道
の
新
設
に
つ
い
て

の
要
望
が
区
長
か
ら
で
て
き
て
い

る
が
。

今
の
と
こ
ろ
実
施
で
き
な
い
状
況
。

ＱＡ

ふるさと農道（高原地区）

村 

長

村 
長

中村　重道議員

中
村
議
員
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農
業
情
勢
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

今
の
状
態
で
は
話
が
違
う
と
言
う
思
い
は

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
如
何
に
か
し
て
く

れ
、
要
ら
ん
と
の
具
体
的
な
話
は
入
っ
て

い
な
い
。

造
成
地
は
ダ
ム
か
ら
の
水
だ

か
ら
豊
富
に
使
え
る
と
思
っ
て
い
た
。
村

長
は
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
。

既
設
導
水
路
活
用
案
を
強
力
に

推
進
し
た
が
、
反
対
さ
れ
た
。

私
達
は
反
対
の
言
葉
は
一
度

も
使
っ
て
い
な
い
。
こ
の
事
業
に
つ
い
て

は
参
加
で
き
な
い
私
共
は
今
５
，
２
０
０

で
す
が
、
3.5
倍
以
上
に
成
る
事
は
解
っ
て

い
る
維
持
管
理
費
１
億
１
千
万
そ
の
３
分

の
２
は
自
治
体
が
も
つ
事
に
成
っ
て
い
た
。

造
成
団
地
に
つ
い
て
は
、
水
の

確
保
を
し
て
あ
げ
る
、
可
能
な
限
り
負
担

を
低
く
す
る
。村

の
土
地
改
良
組
合
か
ら
も

既
存
の
水
路
・
施
設
改
良
で
要
望
が
文
書

で
上
が
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

造
成
団
地
に
つ
い
て
は
義
務
が

あ
り
ま
す
が
、
土
地
改
良
の
水
路
に
つ
い

て
義
務
は
無
い
、
要
望
書
は
来
て
い
ま
す

が
、
土
地
改
良
区
が
下
流
水
利
権
者
と

し
て
水
の
同
意
が
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
の

事
業
が
頓
挫
し
た
原
因
者
で
す
。
国
営
を

オ
ー
ル
リ
セ
ッ
ト
は
収
束
後

の
は
ず
。

オ
ー
ル
リ
セ
ッ
ト
と
収
束
は
同

じ
で
、
オ
ー
ル
リ
セ
ッ
ト
に
向
け
て
動

き
収
束
に
向
け
て
３
分
の
２
の
同
意
が

と
れ
る
か
、
下
流
域
水
利
権
者
の
方
が

無
条
件
に
同
意
を
さ
れ
る
以
外
に
打
開

策
は
な
い
。

オ
ー
ル
リ
セ
ッ
ト
と
収
束
は

つ
な
が
ら
無
い
、
臨
時
職
員
を
相
良
村
の

対
象
者
の
調
査
か
。

利
水
事
務
所
は
収
束
へ
の
残
務

整
理
的
で
そ
の
中
で
働
く
。

臨
時
職
員
は
村
で
雇
わ
れ
た

の
か
質
問
に
答
え
て
下
さ
い
。

村
で
非
常
勤
職
員
で
雇
用
利
水

事
業
に
特
化
で
な
く
他
の
業
務
も
や
っ
て

い
る
。

国
の
委
託
事
業
を
受
け

雇
用
、
職
務
内
容
は
受
益
者
名
簿
の
整
理

を
主
に
担
当
。名

簿
の
整
理
が
主
だ
と
思
う

が
、
当
時
四
千
程
度
の
受
益
者
が
春
先
に

は
六
千
が
六
月
に
は
七
千
と
言
わ
れ
て
い

る
。
利
水
事
業
は
三
分
の
二
の
同
意
が
無

く
変
更
が
出
来
な
か
っ
た
、
そ
の
た
め
に

臨
時
職
員
を
雇
っ
た
。
総
務
課
長
は
ど
う

思
う
か
。

主
に
名
簿
の
整
理
で
他
に
産

業
振
興
課
の
業
務
を
し
て
い
る
。

農
水
省
か
ら
の
依
頼
だ
っ
た

の
か
。

九
州
農
政
局
か
ら
委
託

で
依
頼
を
受
け
た
方
々
の
住
所
が
変
更

か
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
等
の
書
類
を
整
え

て
返
答
の
作
業
。

農
水
か
ら
の
依
頼
で
あ
る
こ

と
、
対
象
者
も
相
当
替
わ
っ
て
い
る
、
兄

弟
、
子
供
、
孫
ま
で
、
協
議
会
で
は
水

代
の
軽
減
は
で
て
い
ま
す
が
、
造
成
団

地
10
ａ
当
た
り
原
野
を
50
万
造
成
費
用

２
７
０
万
に
施
設
費
は
ハ
ウ
ス
・
ス
プ
リ

ン
ク
ー
ラ
・
別
料
金
で
す
。
当
然
軽
減
す

べ
き
で
な
い
か
、
関
係
市
町
村
長
頑
張
っ

て
貰
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

川
辺
川
の
利
水
問
題
に
つ
い
て
。

造
成
団
地
に
は
水
の
確
保
・
可

能
な
限
り
負
担
を
低
く
す
る
。

ＱＡ村 

長

茂吉　隆典議員

茂
吉
議
員

蹴
っ
と
い
て
別
の
国
営
を
し
て
く
れ
と
か

何
か
し
て
く
れ
言
わ
れ
て
も
造
成
団
地
と

同
じ
土
俵
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。

網
が
被
っ
た
中
で
こ
れ
ま
で

40
年
以
上
放
置
し
た
水
路
を
補
修
改
修
は

当
然
の
こ
と
、
こ
れ
は
頭
の
切
り
替
え
で

す
、
網
の
中
で
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
。
土

地
改
良
が
水
利
権
の
同
意
し
な
か
っ
た
か

ら
、土
地
改
良
い
じ
め
を
す
る
訳
で
す
か
、

要
望
書
を
無
効
に
す
る
ん
で
す
か
、
そ
ん

な
小
さ
い
人
間
で
す
か
、
水
利
権
が
ダ
メ

だ
っ
た
か
ら
土
地
改
良
い
じ
め
を
す
る
ん

で
す
か
。

自
分
達
だ
け
特
別
に
国
営
で
と

言
わ
れ
て
も
出
来
る
は
ず
が
な
い
。
放
置

し
た
の
で
は
な
く
既
設
導
水
路
活
用
案
が

出
来
な
か
っ
た
か
ら
。

網
が
被
っ
て
何
も
出
来
な

か
っ
た
。
そ
の
中
で
出
来
る
事
は
無
い

か
長
と
し
て
責
任
を
持
っ
て
や
る
の
が
当

然
で
は
な
い
か
、
市
町
村
長
も
問
題
に
す

べ
き
事
で
す
、
利
水
事
業
は
こ
の
ま
ま
放

置
で
き
な
い
農
家
は
水
は
必
要
と
村
長
も

解
っ
て
い
る
は
ず
、
何
ら
か
の
形
で
水
を

届
け
る
、
現
在
の
は
補
修
改
修
や
る
べ
き

農
家
の
為
で
す
。
次
の
廃
屋
問
題
・
特
定

家
屋
も
ま
だ
指
定
段
階
で
な
い
の
で
こ
れ

で
お
わ
り
ま
す
。

茂
吉
議
員

村 

長
茂
吉
議
員

村 

長

茂
吉
議
員

総
務
課
長

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

村 

長
茂
吉
議
員

村 

長
茂
吉
議
員

村 

長
茂
吉
議
員

村 
長

茂
吉
議
員

村 

長
茂
吉
議
員

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長
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議員研修報告

議長の活動報告

　平成27年10月15日町村議長会は県選出の金子代議士、松村、馬場参議、
国土交通省等の各省庁にそれぞれ地域の実情を説明と共に提案、要望し
ました。

相良村議会議長　友田 政春

国会議員（３氏）意見書提出と併せて次の地域の現地研修を実施した。
日時　平成27年10月21日（水）～23日（金）
場所　衆議院、参議院議員会館
　　　新潟県佐渡市、魚沼市

⃝新潟県佐渡市議会事務局（市役所）
　（根岸勇雄議長・源田俊夫議会事務局長・農林水産課生物共生推進係）
　（渡辺学ＪＡ佐渡米穀販売課長）
農業振興について（ブランド米について）

　佐渡市は南北に大佐渡、小佐渡丘陵を擁し、その中央部に平
野が広がる。新潟に比べ冬も温暖な地域である。また、鹿、イ
ノシシなどの有害獣はおらず対策の必要はない。
　朱鷺は13回にわたり215羽が放鳥されていて、管理センター
には300羽を飼育されていた。
　朱鷺と暮らす郷づくり認証制度について、ブランド米づくり
までの経緯について、現在の出荷状況について説明を受ける。
　世界農業遺産に日本初に認定、認定のポイントは朱鷺と暮ら
す郷づくり認定制度で推進した生物多様性に配慮した農法、金山の歴史の生み出した棚田景観、農
村で育まれ継承されてきたような文化。

佐渡市　現地視察

安全で安心できる地域づくりに
関する提案と要望

※特に、国土交通省に提出した個別事項は次の通りです。
（１）砂防事業の整備促進（川辺川水系の砂防整備促進）
（２）道路事業の整備促進（四浦晴山、尾崎区）
（３）一般県道の整備促進（小枝、深水線の整備　深水地区）
（４）一般県道の整備促進（相良〜人吉線・相良村初神区）
（５）水源地域の振興の支援策（川辺川ダム建設事業に伴う振興策）
（６）町村道の整備に必要な予算の確保を図ること

イ．村道八田・伊沢線整備交付金事業の促進
ロ．村道廻谷線整備事業交付金事業の促進

追　記
　平成27年５月27日、全国町村議会・正副議長大会の折、国土交通省を訪問要望しました。柳瀬橋左岸
下流河川敷に繁殖していた竹林を除去して頂く様強く要望した結果、九州整備局長が直接現地視察さ
れ、八代事務所に指示、即時除去工事が実施され、地域住民は感謝しておられる。

平成27年10月吉日　　　　　
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　当初はボランティア中心に朱鷺保護を行っていたが佐渡全
体での生息環境の再生が重要であるため市全体で考えなけれ
ばならないという事、現在佐渡市の水田面積は6,500haで内
1,200haの525戸で認定制度に参加しているが、制度に参加して
いない水田も佐渡全体の農家が50%以下の減農薬をしているの
で朱鷺保護環境に適しているようだ。
　米の価格30kgあたり6,400円でブランド米600円プラスして販
売されている。販売はJAを中心に問屋をベースにしなければ
量産出来ないとのことで目標3,000トンの内1,500トンしか売れ
ない状態である。
　佐渡市版戸別補償制度は冬期灌水500円（別に国県市補助
8,000円）国県市、江（常時水を貯めるよけ溝）の設置3,500円（別
に国県市補助4,000円）、魚道の設置4,000円、２項目以上の実施
加算2,000円、ビオトープ（水田内に朱鷺の行く場、水場）の
設置5,500円、生き物の調査助成１経営体1,000円、江の設置型
調整水田10,000円、等の補助制度がなされていたが、市では収
入減から生産意欲の減退に繋がり耕作放棄地の増加になるの
で佐渡産米販売不振が課題とのことだった。
　本村でも米を中心に大規模化しても経営的に農業経営には、
なかなか難しいので複合経営を進める必要があると感じた。

⃝新潟県魚沼市議会事務局（市役所）
　（浅井守雄議会議長、小幡典男事務局長、桜井雅人事務次長、佐藤竜郎健康課地域医療対策室長）
在宅医療の取組みについて、在宅医療連携拠点事業に
ついて、魚沼市と魚沼保健所の連携、今後の課題

　魚沼市は６町村が合併、総面積947㎢、人口39,000人、東京
から新幹線１時間半、高速で３時間、豪雪地帯、病院９診療所。
　高齢者の増加、価値観の多様化に伴い、病気を持ちつつも
可能な限り住み慣れた場所で自分らしく過ごす「生活の質」
を重視する医療が求められる。このため、在宅医療を提供す
る機関等を連携拠点として、多職種協働による在宅医療の支
援体制を構築し、医療と介護が連携した地域における包括的
かつ継続的な在宅医療の提供を目指す。
　専門職種間連携、住民への普及啓発、医療従事者の負担の
軽減在宅看取り支援体制の構築、情報共有、連携ツールの開
発、防災マニュアルの作成。
　在宅医療従事者の負担軽減として主治医不在時、代理の医
師が看取りを行う、複数の事業所の主治医、協力医師、訪問
看護師の連携、患者宅へのナビゲーション、看取りに関する
多職種、多機能の基礎的知識の共有、公立医療機関を中心に
医療情報を共有するネットワーク作り連携ガイドブックの作
成、意識やニーズを把握するため基礎資料作成のため、調査
の結果、病院に月平均4.3件、夜間年83件、疾患１位心不全、２位脳血管疾患、３位高血圧、肺炎、今後、
連携が重要になってくると思われる職種は１位介護支援専門員、２位医師、３位訪問看護師、この
ような説明がなされた。本村は、村内の２病院と人吉市の病院にかかりつけ医があるが、保健福祉
課が中心に訪問看護師と介護支援員等の連携を十分図っていく必要を感じた。

魚沼市役所にて

佐渡市役所にて

以上のとおり報告します。　　　　　　　　　
平成27年10月26日　　　　　　　

相良村議会　

魚沼の田園風景

佐渡市からの説明を受ける
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舞踊村内小学生による作品
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深い水田のため
　  車輪がクローラ型が多い（佐渡）

水田に飛来した朱鷺（トキ）（佐渡）

旬 の 行 事
第13回　相良村文化祭 日頃の練習の

成果を発表

作品展示会場


